










　先天異常の成因が,遺伝要因と環境要因の相互作用によって発生することは,

多くの報告が指摘するところである。本研究は,母の属性因子として,母の年令,

学歴,生活環境因子として母の居住地域,住居の周囲環境,住居の居住階数,居室

の暖房の種類,夫婦の血緑関係,動物の飼育,母の職業の状況,仕事の軽重とその

状態,就労時間,職場の階数,妊娠中の唾眠,妊娠中の食生活,タバコ,酒,妊娠中

のトラブルの各項目をとりあげ,これらの因子が先天異常の発生に及ばす影響

について分析,検討を行ったものである。


